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(57)【要約】
【課題】吸収体のうちで小坪量部分の幅方向の両側に位
置する各部分同士の間の厚さ方向の位置ずれを抑制して
、当該各部分の股間へのフィット性を高める。
【解決手段】厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿
を吸収する吸収性物品である。尿を吸収する液体吸収性
素材を含む第１吸収体と、前記第１吸収体よりも前記厚
さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素
材を含む第２吸収体と、を有する。前記第１吸収体は、
前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分
に、当該中央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素
材の坪量（ｇ／ｍ２）が小さい小坪量部分を有する。前
記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆っ
た状態で前記第１吸収体に接合されている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿を吸収する吸収性物品であって、
　尿を吸収する液体吸収性素材を含む第１吸収体と、
　前記第１吸収体よりも前記厚さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素材
を含む第２吸収体と、を有し、
　前記第１吸収体は、前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分に、当該中
央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ２）が小さい小坪量部分を
有し、
　前記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆った状態で前記第１吸収体に接
合されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体と前記第２吸収体とは、少なくとも、前記第１吸収体のうちで前記小坪
量部分の前記幅方向の両側に位置する各部分において接合されていることを特徴とする吸
収性物品。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分は、前記厚さ方向に前記第１吸収性コアを貫通してなる貫通孔を有して
いることを特徴とする吸収性物品。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２吸収性コアの前記長手方向の端部の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置
が同じ位置における前記第１吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいことを特徴とす
る吸収性物品。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記長手方向の位置が同じ位置において前記幅方向の寸法を比較した場合に、前記第２
吸収性コアの前記幅方向の寸法は、前記第１吸収性コアのうちで前記小坪量部分が設けら
れた部分の前記幅方向の寸法よりも小さいか又は同値とされており、
　前記小坪量部分の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置が同じ位置における前記第
２吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいことを特徴とする吸収性物品。
【請求項６】
　請求項５に記載の吸収性物品であって、
　前記第２吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、長方形であることを特徴とする吸
収性物品。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分のうちで前記長手方向の各端部以外の部分では、前記第１吸収性コアの
前記幅方向の寸法に対する前記小坪量部分の前記幅方向の寸法の比率が、３０％～５０％
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の範囲に収まっており、
　前記小坪量部分を前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の寸法の方が前記幅方向
の寸法よりも大きい縦長形状であることを特徴とする吸収性物品。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体と前記第２吸収体とは、接着剤によって接合されていることを特徴とす
る吸収性物品。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記第１吸収性コアを被覆する第１液透過性シートを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアと、当該第２吸
収性コアを被覆する第２液透過性シートと、を有し、
　前記第１吸収性コアと前記第１液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第２吸収性コアと前記第２液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記厚さ方向に互いに隣り合う前記第１液透過性シートと前記第２液透過性シートとが
、接着剤によって接合されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体のうちで前記小坪量部分の前記幅方向の両側に位置する各部分には、そ
れぞれ、前記第１吸収体及び前記第２吸収体の両者を一緒に前記厚さ方向の肌側から圧搾
してなる圧搾部が前記長手方向に沿って形成されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体又は前記第２吸収体を、前記厚さ方向から覆いながら前記吸収体に固定
されたシート状部材を有し、
　前記長手方向に伸長された状態で前記シート状部材に固定された弾性部材を有すること
を特徴とする吸収性物品。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の吸収性物品であって、
　前記シート状部材として、第１シート状部材と第２シート状部材とを有し、
　前記弾性部材として、前記第１シート状部材に固定された第１弾性部材と、前記第２シ
ート状部材に固定された第２弾性部材と、を有し、
　前記第１吸収体を前記厚さ方向の肌側から覆いつつ前記第１吸収体に接合された表面シ
ートを有し、
　前記第１シート状部材は、前記幅方向の各端部にそれぞれ防漏壁部を形成すべく前記幅
方向に一対並んで設けられているとともに、前記表面シートを前記厚さ方向の肌側から覆
いつつ前記表面シートに接合され、
　前記第１シート状部材の前記第１弾性部材が収縮する際に、前記第１弾性部材から前記
第１シート状部材に付与される収縮力に基づいて前記第１シート状部材は前記長手方向に
収縮することによって、前記表面シートから起立して前記防漏壁部となり、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアと、当該第１吸
収性コアを被覆する第１液透過性シートと、を有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２シート状部材の前記第２弾性部材は、前記第１吸収性コアの前記長手方向の中
央部分から前記幅方向に所定間隔だけ離間した位置に配されていることを特徴とする吸収
性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、着用者に着用されて尿を吸収する吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、尿を吸収する吸収性物品として使い捨ておむつが使用されている。特許文献１に
は、そのおむつ１０１の一例が開示されている。図１Ａは、同おむつ１０１の概略平面図
であり、図１Ｂは、図１Ａ中のＢ－Ｂ断面図である。このおむつ１０１の外形形状は、略
砂時計形状をなしている。すなわち、互いに直交する３方向を、長手方向と幅方向と厚さ
方向とした場合に、おむつ１０１の外形形状は、長手方向の中央部１０１ｍが幅方向に括
れた形状をなしている。また、かかるおむつ１０１は、尿を吸収すべくパルプ繊維等の液
体吸収性素材を含む吸収体１１０と、同吸収体１１０を厚さ方向の肌側から覆う液透過性
の表面シート１３０と、同吸収体１１０を厚さ方向の非肌側から覆う液不透過性の裏面シ
ート１４０と、を有している。更に、吸収体１１０の幅方向及び長手方向の両方向におけ
る中央部分１１０ｃには、同吸収体１１０を厚さ方向に貫通する貫通孔１１０ｈが長手方
向に沿って設けられている。
【０００３】
　そして、上記のおむつ１０１を着用者が装着した際には、おむつ１０１の長手方向の中
央部１０１ｍが着用者の股間に当接するが、このときには、同中央部１０１ｍに対して幅
方向の両側から着用者の股締め力Ｆが付与される。すると、この股締め力Ｆの作用によっ
て、吸収体１１０のうちで貫通孔１１０ｈの両側に位置する各部分１１０ｃｓ，１１０ｃ
ｓ同士が、同貫通孔１１０ｈを幅方向に潰すように互いに幅方向に接近していって、これ
により、図１Ｃに示すように、おむつ１０１の上記中央部１０１ｍが、股間に対応した寸
法まで幅方向に縮小される。そして、これにより、同中央部１０１ｍの幅方向の寸法が、
股間の幅方向の寸法にほぼ調整されて、股間に対するおむつ１０１の中央部１０１ｍのフ
ィット性が良好になるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４０９９３０６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、おむつ１０１における上記貫通孔１１０ｈの部分１０１ｈというのは、
図１Ａ及び図１Ｂに示すように、吸収体１１０に係るパルプ繊維等の液体吸収性素材が存
在しない部分である。つまり、表面シート１３０及び裏面シート１４０のみが存在する部
分であり、このことから、当該貫通孔１１０ｈの部分１０１ｈの剛性は非常に小さい。
【０００６】
　そのため、上記の股締め力Ｆが作用した際には、吸収体１０１の貫通孔１１０ｈの両側
に位置する各部分１１０ｃｓ，１１０ｃｓ同士が、同孔１１０ｈを幅方向に潰すように幅
方向に接近していくだけでなく、図２Ａに示すように、当該各部分１１０ｃｓ，１１０ｃ
ｓ同士が、厚さ方向に位置ずれする恐れがある。そして、このように位置ずれした場合に
は、同図２Ａのように各部分１１０ｃｓ，１１０ｃｓ同士の間に段差Ｄが生じたり、更に
は、図２Ｂに示すように、各部分１１０ｃｓ，１１０ｃｓのうちの一方の部分１１０ｃｓ
がもう一方の部分１１０ｃｓの上に乗り上げてしまったりして、結果、股間に対するおむ
つ１０１の中央部１０１ｍのフィット性が悪くなる。
【０００７】
　また、上記した貫通孔１１０ｈの潰れによるおむつ１０１の寸法調整作用や、潰れる際
に起こり得る上記各部分１１０ｃｓ，１１０ｃｓ同士の位置ずれの問題は、必ずしも貫通
孔１１０ｈに限った話ではなく、つまり、上記の貫通孔１１０ｈに代えて、吸収体１１０
の中央部分１１０ｃに、その周囲の部分よりも坪量が小さい小坪量部分が形成されている
場合にも起こり得ることである。
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【０００８】
　本発明は、上記のような従来の問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、吸収
体のうちで小坪量部分の幅方向の両側に位置する各部分同士の間の厚さ方向の位置ずれを
抑制して、当該各部分の股間へのフィット性を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための主たる発明は、
　厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿を吸収する吸収性物品であって、
　尿を吸収する液体吸収性素材を含む第１吸収体と、
　前記第１吸収体よりも前記厚さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素材
を含む第２吸収体と、を有し、
　前記第１吸収体は、前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分に、当該中
央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ２）が小さい小坪量部分を
有し、
　前記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆った状態で前記第１吸収体に接
合されていることを特徴とする吸収性物品である。　
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、吸収体のうちで小坪量部分の幅方向の両側に位置する各部分同士の間
の厚さ方向の位置ずれを抑制して、当該各部分の股間へのフィット性を高めることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１Ａは、特許文献１に開示されたおむつ１０１の概略平面図であり、図１Ｂは
、図１Ａ中のＢ－Ｂ断面図であり、図１Ｃは、股締め力Ｆの作用下における図１Ａ中のＢ
－Ｂ断面図である。
【図２】図２Ａ及び図２Ｂは、同おむつ１０１の問題点を説明するための図１Ａ中のＢ－
Ｂ断面図である。
【図３】図３Ａは、パンツ型使い捨ておむつ１０１を前身頃１０１ａと後身頃１０１ｂと
の連結部で分離して平面に展開して示す概略平面図であり、図３Ｂは、図３Ａ中のＢ－Ｂ
断面図である。
【図４】尿取りパッド１の交換の様子を示す概略斜視図である。
【図５】第１実施形態の尿取りパッド１を平面に展開して肌側から見た概略平面図である
。
【図６】図６Ａは、図５中のＡ－Ａ断面図及びＣ－Ｃ断面図であり、図６Ｂは、図５中の
Ｂ－Ｂ断面図である。
【図７】尿取りパッド１を非肌側から見た概略平面図である。
【図８】図８Ａは、二層構造の吸収体１０を厚さ方向の肌側から見た場合の概略平面図で
あり、図８Ｂは、図８Ａ中のＢ－Ｂ断面図であり、図８Ｃは、図８Ａ中のＣ－Ｃ断面図で
ある。
【図９】第２実施形態の尿取りパッド１の概略平面図である。
【図１０】図１０Ａは、図９中のＡ－Ａ断面図及びＣ－Ｃ断面図であり、図１０Ｂは、図
９中のＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。　
　厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿を吸収する吸収性物品であって、
　尿を吸収する液体吸収性素材を含む第１吸収体と、
　前記第１吸収体よりも前記厚さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素材
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を含む第２吸収体と、を有し、
　前記第１吸収体は、前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分に、当該中
央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ２）が小さい小坪量部分を
有し、
　前記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆った状態で前記第１吸収体に接
合されていることを特徴とする吸収性物品である。
【００１３】
　このような吸収性物品によれば、第１吸収体の小坪量部分を非肌側から覆った状態で第
２吸収体が第１吸収体に接合されている。よって、第１吸収体のうちで小坪量部分の幅方
向の両側に位置する各部分にあっては、第２吸収体によって厚さ方向の自由な移動が規制
されている。よって、股締め力の作用により、第１吸収体の上記各部分同士が小坪量部分
を幅方向から潰すように互いに接近する際にも、当該各部分同士が厚さ方向に位置ずれし
てしまうことは有効に防止される。そして、これにより、当該部分の股間へのフィット性
を高めることができる。
【００１４】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体と前記第２吸収体とは、少なくとも、前記第１吸収体のうちで前記小坪
量部分の前記幅方向の両側に位置する各部分において接合されているのが望ましい。
【００１５】
　このような吸収性物品によれば、第１吸収体と第２吸収体とは、少なくとも、第１吸収
体のうちで小坪量部分の幅方向の両側に位置する各部分において接合されている。よって
、当該各部分同士の厚さ方向の位置ずれを、第２吸収体によって確実に防ぐことができる
。
【００１６】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分は、前記厚さ方向に前記第１吸収性コアを貫通してなる貫通孔を有して
いるのが望ましい。
【００１７】
　このような吸収性物品によれば、小坪量部分は貫通孔を有している。そのため、股締め
力の作用によって第１吸収体の小坪量部分が幅方向に潰れる際には、小坪量部分の幅方向
の両側に位置する上記各部分は、それぞれ小坪量部分から大きな抵抗を受けることなく、
速やか且つ円滑に幅方向の中央側へ移動することができる。よって、当該移動中に起こり
得る各部分同士の間の厚さ方向の位置ずれを有効に抑制することができる。
【００１８】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２吸収性コアの前記長手方向の端部の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置
が同じ位置における前記第１吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいのが望ましい。
【００１９】
　このような吸収性物品によれば、第２吸収性コアの上記端部の幅方向の寸法は小さくさ
れている。よって、股締め力によって、第１吸収体の小坪量部分は円滑且つ速やかに幅方
向に潰れることができる。詳しくは、次の通りである。　
　先ず、第２吸収性コアの長手方向の端部の幅方向の寸法が大きい場合には、当該端部か
ら、変形に対する大きな抵抗力が第１吸収体に作用する。すなわち、上記の股締め力によ
って第１吸収体の小坪量部分が幅方向に潰れる際には、これを阻害する大きな引っ張りの
抵抗力が、第２吸収性コアの上記端部から付与される。しかし、この点につき、この吸収
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性物品によれば、第２吸収性コアの端部の幅方向の寸法は小さくされている。よって、上
記抵抗力は軽減されて、その結果、上記小坪量部分は、股締め力に基づいて円滑且つ速や
かに幅方向に潰れることができる。
【００２０】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記長手方向の位置が同じ位置において前記幅方向の寸法を比較した場合に、前記第２
吸収性コアの前記幅方向の寸法は、前記第１吸収性コアのうちで前記小坪量部分が設けら
れた部分の前記幅方向の寸法よりも小さいか又は同値とされており、
　前記小坪量部分の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置が同じ位置における前記第
２吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいのが望ましい。
【００２１】
　このような吸収性物品によれば、前者の寸法関係にされているので、長手方向の中央部
分において、第１吸収性コアよりも第２吸収性コアの方が、幅方向の両側に突出しないよ
うにすることができる。よって、第２吸収性コアの幅方向の各端部が、着用者の股間近傍
に位置する脚の付け根部にきつく当たるなどして着用者に違和感を覚えさせることを有効
に防ぐことができる。　
　また、後者の寸法関係にされているので、第１吸収体のうちで小坪量部分の幅方向の両
側に位置する各部分に第２吸収体を確実に掛け渡し可能となる。よって、上記各部分同士
の厚さ方向の位置ずれを確実に抑制可能となる。
【００２２】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第２吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、長方形であるのが望ましい。
【００２３】
　このような吸収性物品によれば、第２吸収性コアの形状は、ごく単純な形状であるので
、第２吸収性コアを形成し易くなる。
【００２４】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分のうちで前記長手方向の各端部以外の部分では、前記第１吸収性コアの
前記幅方向の寸法に対する前記小坪量部分の前記幅方向の寸法の比率が、３０％～５０％
の範囲に設定されており、
　前記小坪量部分を前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の寸法の方が前記幅方向
の寸法よりも大きい縦長形状であるのが望ましい。
【００２５】
　このような吸収性物品によれば、上記の比率が、３０％～５０％の範囲に設定されてい
るので、股締め力による幅方向の寸法の縮小を確実に行うことができるとともに、貫通孔
の幅方向の両側に位置する上記各部分に対して、十分大きな尿の吸収可能容量を確保可能
となる。　
　また、小坪量部分の長手方向の寸法は、幅方向の寸法よりも大きいので、上述の幅方向
の寸法の縮小作用を長手方向の所定範囲に亘って確実に奏することができる。
【００２６】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体と前記第２吸収体とは、接着剤によって接合されているのが望ましい。
【００２７】
　このような吸収性物品によれば、接着剤で接合されているので、第１吸収体と第２吸収
体とは高い接合強度で確実に接合される。そして、これにより、第１吸収体のうちで小坪
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量部分の幅方向の両側に位置する各部分同士の厚さ方向の位置ずれを、第２吸収体によっ
て確実に防ぐことができる。
【００２８】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体は、前記第１吸収性コアを被覆する第１液透過性シートを有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアと、当該第２吸
収性コアを被覆する第２液透過性シートと、を有し、
　前記第１吸収性コアと前記第１液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第２吸収性コアと前記第２液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記厚さ方向に互いに隣り合う前記第１液透過性シートと前記第２液透過性シートとが
、接着剤によって接合されているのが望ましい。
【００２９】
　このような吸収性物品によれば、第１吸収体の主部をなす第１吸収性コアと、同コアを
被覆する第１液透過性シートとが接着剤で接合され、また、第２吸収体の主部をなす第２
吸収性コアと、同コアを被覆する第２液透過性シートとが接着剤で接合され、更に、第１
液透過性シートと第２液透過性シートとが接着剤で接合されている。よって、第１吸収体
のうちで小坪量部分の幅方向の両側に位置する各部分同士の厚さ方向の位置ずれを、第２
吸収体によって確実に防ぐことができる。　
　また、第１吸収性コアは、第１液透過性シートで被覆されており、また、第２吸収性コ
アは、第１液透過性シートで被覆されている。よって、第１吸収性コア及び第２吸収性コ
アをなすべく積層された液体吸収性素材が崩れてしまうことを有効に防止することができ
る。そして、これにより、第１及び第２吸収性コアは、それぞれ所期の設計形状に維持さ
れ易くなって、このことも、小坪量部分の両側に位置する上記各部分の股間へのフィット
性の向上に有効に寄与する。
【００３０】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体のうちで前記小坪量部分の前記幅方向の両側に位置する各部分には、そ
れぞれ、前記第１吸収体及び前記第２吸収体の両者を一緒に前記厚さ方向の肌側から圧搾
してなる圧搾部が前記長手方向に沿って形成されているのが望ましい。
【００３１】
　このような吸収性物品によれば、上記の圧搾部は、第１吸収体のうちで小坪量部分の幅
方向の両側に位置する各部分に、それぞれ長手方向に沿って形成されている。そして、か
かる圧搾部は、吸収性物品の長手方向の中央部が幅方向に折れ曲がる際に、その折れ曲が
りの起点となる。よって、同中央部に股締め力が作用した際には、小坪量部分が幅方向に
潰れるのに合わせて、同中央部は圧搾部の位置でも折れ曲がることができるので、同中央
部の幅方向の寸法は、より速やか且つ円滑に股間の幅方向の寸法に調整される。また、圧
搾部の位置での折り曲がりによって、圧搾部以外のところで予定外に折れ曲がってしまう
ことを有効に防ぐことができて、結果、吸収性物品の上記中央部の形状が想定外の形状に
なってしまうことを防ぐことができる。　
　また、上記の圧搾部は、長手方向に沿って形成されているので、吸収性物品の長手方向
の曲げ剛性は適度に高められている。よって、長手方向に適度に張った状態に吸収性物品
の形状を維持できて、これにより、かかる吸収性物品を着用者に装着する際、或いは、か
かる吸収性物品を他の吸収性物品に取り付ける際に扱い易くなる。
【００３２】
　かかる吸収性物品であって、
　前記第１吸収体又は前記第２吸収体を、前記厚さ方向から覆いながら前記吸収体に固定
されたシート状部材を有し、
　前記長手方向に伸長された状態で前記シート状部材に固定された弾性部材を有するのが
望ましい。
【００３３】
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　このような吸収性物品によれば、外力が作用しない無負荷状態においては、吸収性物品
は、上記の弾性部材の収縮力に基づいて、厚さ方向が曲率半径方向となるように湾曲する
。よって、高いフィット性で着用者の下半身に装着可能となる。
【００３４】
　かかる吸収性物品であって、
　前記シート状部材として、第１シート状部材と第２シート状部材とを有し、
　前記弾性部材として、前記第１シート状部材に固定された第１弾性部材と、前記第２シ
ート状部材に固定された第２弾性部材と、を有し、
　前記第１吸収体を前記厚さ方向の肌側から覆いつつ前記第１吸収体に接合された表面シ
ートを有し、
　前記第１シート状部材は、前記幅方向の各端部にそれぞれ防漏壁部を形成すべく前記幅
方向に一対並んで設けられているとともに、前記表面シートを前記厚さ方向の肌側から覆
いつつ前記表面シートに接合され、
　前記第１シート状部材の前記第１弾性部材が収縮する際に、前記第１弾性部材から前記
第１シート状部材に付与される収縮力に基づいて前記第１シート状部材は前記長手方向に
収縮することによって、前記表面シートから起立して前記防漏壁部となり、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアと、当該第１吸
収性コアを被覆する第１液透過性シートと、を有し、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２シート状部材の前記第２弾性部材は、前記第１吸収性コアの前記長手方向の中
央部分から前記幅方向に所定間隔だけ離間した位置に配されているのが望ましい。
【００３５】
　このような吸収性物品によれば、防漏壁部を起立させる用途で設けられた第１弾性部材
の収縮力だけでなく、第２弾性部材の収縮力も防漏壁部に作用して、当該防漏壁部の起立
に寄与する。よって、全体的に防漏壁部は起立し易くなる。　
　また、第１吸収性コアの長手方向の中央部分は幅方向に括れていることから、当該中央
部分では、第２弾性部材の収縮力を少ししか受け止めることができない。このため、当該
中央部分では、大きな収縮力が防漏壁部に作用し、そして、これにより、当該中央部分で
は、防漏壁部は特に大きく起立した状態となる。ここで、かかる中央部分というのは、着
用者の股間に対応している。よって、股間からの尿漏れを、防漏壁部によって有効に防ぐ
ことができる。　
　更に、第１吸収性コアの中央部分は、幅方向に括れており、この括れた部分から幅方向
の端側に所定間隔だけ離間した位置に、第２弾性部材が配置されている。そして、かかる
位置は、着用者の脚回りの位置に相当する。よって、第２弾性部材の収縮力によって第２
シート状部材を収縮することで、第２シート状部材を所謂脚回りギャザーとして機能させ
ることができる。
【００３６】
　＝＝＝第１実施形態＝＝＝
　第１実施形態に係る吸収性物品は、尿取りパッド１である。尿取りパッド１は、例えば
パンツ型使い捨ておむつ１０１に取り付けて使用される。　
　図３Ａは、パンツ型使い捨ておむつ１０１を前身頃１０１ａと後身頃１０１ｂとの連結
部で分離して平面に展開して示す概略平面図であり、図３Ｂは、図３Ａ中のＢ－Ｂ断面図
である。　
　図３Ａ及び図３Ｂに示すように、同おむつ１０１は、パルプ繊維等の液体吸収性素材を
含む吸収体１１０と、吸収体１１０を厚さ方向の肌側から覆う液透過性の表面シート１３
０と、同吸収体１１０を非肌側から覆う液不透過性の裏面シート１４０と、を有している
。また、おむつ１０１の展開形状は、図３Ａに示すように、長手方向と幅方向と厚さ方向
とを有した略砂時計形状をなしている。すなわち、長手方向の中央部１０１ｍが幅方向に
括れた形状をなしている。ここで、当該くびれた部分１０１ｍが、着用者の股間にあてが
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われる股下部１０１ｍであり、股下部１０１ｍよりも長手方向の腹側の部分１０１ａが、
着用者の下腹部にあてがわれる前身頃１０１ａであり、股下部１０１ｍよりも長手方向の
背側の部分１０１ｂが、着用者の臀部にあてがわれる後身頃１０１ｂである。そして、同
展開状態のおむつ１０１が長手方向の中央位置ＣＬ１０１で二つ折りされた状態において
、前身頃１０１ａの幅方向の各端部１０１ａｅ２，１０１ａｅ２と、後身頃１０１ｂの幅
方向の各端部１０１ｂｅ２，１０１ｂｅ２とが、それぞれ溶着又は接着等で連結されるこ
とにより、一つの胴回り用開口部と、二つの脚回り用開口部とが形成されてパンツ型の使
い捨ておむつ１０１となる。そして、当該おむつ１０１は、パンツのように履いて着用者
に装着される。
【００３７】
　図４は、尿取りパッド１の交換の様子を示す概略斜視図である。同パッド１の交換は、
例えば、着用者が立った状態、或いは同図４のように椅子などに座った状態で、且つ膝下
までおむつ１０１を下げた状態で行われる。すなわち、このおむつ１０１を下げた状態で
、先ず、おむつ１０１の表面シート１３０の肌側面上に取り付けられている使用済みの尿
取りパッド（不図示）をおむつ１０１から取り外す。そして、予め用意していた新品の尿
取りパッド１をおむつ１０１に取り付けるが、ここで、通常、新品の尿取りパッド１は、
図４のように長手方向の中央位置ＣＬ１を折り位置ＣＬ１として二つ折り状態にされてい
る。そのため、おむつ１０１に取り付ける際には、先ず、同折り位置ＣＬ１が先頭となる
ようにしながら、尿取りパッド１をおむつ１０１の中に入れて、そして、同折り位置ＣＬ
１をおむつ１０１の表面シート１３０の肌側面に軽く押し当てる。次に、二つ折り状態の
尿取りパッド１を長手方向の両側に開いて、これにより同パッド１を平面状に展開し、そ
して、同展開状態の尿取りパッド１をおむつ１０１の表面シート１３０の肌側面に相対移
動不能に固定する。なお、かかる固定は、例えば、尿取りパッド１の非肌側面に予め設け
られた面ファスナーの雄材６１，６１（図７）を、おむつ１０１の表面シート１３０に係
合することでなされる。そして、おむつ１０１を着用者の腰の位置まで引き上げれば、尿
取りパッド１の交換が終了する
　図５は、尿取りパッド１を平面に展開して肌側から見た概略平面図である。図６Ａは、
図５中のＡ－Ａ断面図及びＣ－Ｃ断面図であり、図６Ｂは、図５中のＢ－Ｂ断面図である
。図７は、尿取りパッド１を非肌側から見た概略平面図である。
【００３８】
　図５に示すように、尿取りパッド１は、互いに直交する三方向として長手方向と幅方向
と厚さ方向とを有する。そして、尿取りパッド１の長手方向と幅方向とで規定される平面
形状は、縦長形状の一例として略長方形をなしている。但し、何等これに限らず、例えば
、略砂時計形状をなしていても良い。　
　なお、以下では、厚さ方向に関して、人体に接触する側のことを「肌側」とも言い、お
むつ１０１に接する側のことを「非肌側」とも言う。また、長手方向のことを「前後方向
」とも言い、幅方向のことを「左右方向」とも言う。なお、人体への装着時には、尿取り
パッド１の長手方向の前側は、人体の腹側を向き、後側は、人体の背側を向く。また、尿
取りパッド１の長手方向の寸法は、幅方向の寸法よりも長く、幅方向の寸法は厚さ方向の
寸法よりも長くなっている。
【００３９】
　＜＜＜尿取りパッド１の基本構成について＞＞＞
　図５、図６Ｂ、及び図７に示すように、尿取りパッド１は、尿を吸収する液体吸収性素
材を含む吸収体１０と、吸収体１０を厚さ方向の肌側から覆う液透過性の表面シート３０
と、同吸収体１０を非肌側から覆う液不透過性の裏面シート４０と、表面シート３０の幅
方向の各端部３０ｅ２，３０ｅ２に防漏壁部５２，５２を形成するためのサイドシート５
０，５０と、を有する。
【００４０】
　吸収体１０としては、厚さ方向に上下二層構造のものを用いている。すなわち、厚さ方
向の肌側に設けられる第１吸収体１１と、第１吸収体１１よりも厚さ方向の非肌側に隣接
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して設けられる第２吸収体２１と、を有している。なお、この二層構造の吸収体１０につ
いては後述する。
【００４１】
　表面シート３０は、人体から排泄された尿を受け止めて速やかに厚さ方向に吸い込んで
吸収体１０へと導くものである。そして、図５及び図６Ｂに示すように、例えば吸収体１
０の肌側面の大半を覆うことが可能な平面形状のシートが使用され、図５の例では略長方
形のシートが使用されている。この表面シート３０の素材には、例えばエアスルー不織布
やスパンボンド不織布等の不織布が使用され、不織布の構成繊維としては、例えばポリエ
チレンやポリエチレンテレフタレート等の熱可塑性樹脂繊維が用いられる。但し、液透過
性及び柔軟性をある程度有していれば、これ以外の素材のシートを用いても良い。
【００４２】
　裏面シート４０は、尿取りパッド１の非肌側からの尿漏れを防止する防漏シート４０で
ある。そして、図７及び図６Ｂに示すように、同シート４０の平面形状は、例えば吸収体
１０よりも大きな略長方形形状である。すなわち、同シート４０の外周縁部は、全周に亘
って吸収体１０よりも外方にはみ出している。そして、図６Ｂに示すように、この裏面シ
ート４０に吸収体１０を載せた状態で、同シート４０の幅方向の各端縁部４０ｅｅ２，４
０ｅｅ２が、それぞれ厚さ方向の肌側に回り込んで、これにより、同シート４０の各端縁
部４０ｅｅ２，４０ｅｅ２が、表面シート３０の幅方向の各端縁部３０ｅｅ２，３０ｅｅ
２を肌側から覆っている。この裏面シート４０の素材としては、例えばポリエチレンフィ
ルム等の樹脂フィルムを例示できるが、液不透過性及び柔軟性をある程度有していれば、
これ以外の素材のシートを用いても良い。
【００４３】
　サイドシート５０（第１シート状部材に相当）は、図６Ｂを参照して既述のように、表
面シート３０の幅方向の各端部３０ｅ２，３０ｅ２にそれぞれ防漏壁部５２，５２を形成
するシートである。防漏壁部５２は、尿取りパッド１の幅方向からの尿漏れを防ぐ。かか
るサイドシート５０は、図５及び図６Ｂに示すように、表面シート３０の幅方向の端部３
０ｅ２及び裏面シート４０の幅方向の端部４０ｅ２の両者に跨るように、これら端部３０
ｅ２，４０ｅ２を覆いつつ、同端部３０ｅ２，４０ｅ２の位置にて表面シート３０及び裏
面シート４０にそれぞれ接着剤Ａ３５, Ａ４５で接合固定されている。また、サイドシー
ト５０のうちで表面シート３０の端部３０ｅ２に固定された部分５０ｂは、防漏壁部５２
の基部５０ｂとなっている。すなわち、サイドシート５０のうちで当該基部５０ｂよりも
幅方向の中央側の部分は５０ｆ、表面シート３０から起立可能な自由端部分５０ｆであり
、そして、当該自由端部分５０ｆには、長手方向に沿って糸ゴム等の第１弾性部材５５が
伸長状態で接着剤により固定されている。
【００４４】
　よって、第１弾性部材５５の長手方向の収縮によって、尿取りパッド１は全体として表
面シート３０側が内周側となるように尿取りパッド１を長手方向に湾曲するが、この湾曲
時には、同第１弾性部材５５から付与される収縮力によって自由端部分５０ｆは、長手方
向に収縮して表面シート３０から起立し、これにより、同自由端部分５０ｆは防漏壁部５
２として機能する。
【００４５】
　なお、図５及び図６Ａに示すように、自由端部分５０ｆのうちの長手方向の前端部５０
ｆａ及び後端部５０ｆｂは、表面シート３０上に伏せられた状態で、接着剤Ａ５０ｆによ
って同表面シート３０に接合固定されており、これにより、前端部５０ｆａ及び後端部５
０ｆｂは、起立しない未起立部とされている。よって、第１弾性部材５５の収縮力は、専
ら、図５の自由端部分５０ｆのうちの前端部５０ｆａと後端部５０ｆｂとの間に存在する
中間部分５０ｆｍのみに選択的に付与されて、当該中間部分５０ｆｍが収縮して防漏壁部
５２として起立するようになっている。　
　かかるサイドシート５０の素材には、撥水処理等されたＳＭＳ不織布等を例示すること
ができる。但し、何等これに限らず、柔軟性をある程度有していれば、これ以外の素材の
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シートを用いても良い。
【００４６】
　＜＜＜二層構造の吸収体１０について＞＞＞
　図５乃至図７に示すように、尿取りパッド１は、二層構造の吸収体１０を有している。
すなわち、当該吸収体１０は、パルプ繊維等の液体吸収性素材を含む第１吸収体１１と、
同じくパルプ繊維等の液体吸収性素材を含む第２吸収体２１と、を有している。そして、
図５及び図６Ｂに示すように、第１吸収体１１の長手方向及び幅方向の両方向における中
央部分１１ｃには、その周囲の部分よりも液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ２）が小さい小
坪量部分１１ｈが、長手方向に沿って形成されており、この例では、かかる小坪量部分１
１ｈは、坪量が零の部分、つまり空間とされている。また、第２吸収体２１は、上記の小
坪量部分１１ｈを厚さ方向の非肌側から覆った状態で、第１吸収体１１に重ね合わせられ
て接着剤Ａ１２で接合されている（図６Ｂ）。
【００４７】
　よって、図５に示すように、尿取りパッド１の長手方向の中央部１ｃに対して幅方向の
両側から着用者の股締め力が付与された際には、この股締め力Ｆの作用によって、第１吸
収体１１のうちで小坪量部分１１ｈの両側に位置する各部分１１ｃｓ，１１ｃｓ同士が、
同小坪量部分１１ｈを幅方向に潰すように互いに幅方向に接近していく。そして、これに
より、尿取りパッド１の上記中央部１ｃが、着用者の股間に対応した寸法まで幅方向に縮
小される。その結果、同中央部１ｃの幅方向の寸法が、股間の幅方向の寸法にほぼ調整さ
れて、股間に対する同パッド１の中央部１ｃのフィット性が良好になる。
【００４８】
　また、図５乃至図７に示すように、第２吸収体２１は、上記の小坪量部分１１ｈを非肌
側から覆うように第１吸収体１１に接合されている。よって、図６Ｂに示すように、第２
吸収体２１は、小坪量部分１１ｈを幅方向に跨ぐように配されており、そして、これによ
り、当該第２吸収体２１は、第１吸収体１１のうちで小坪量部分１１ｈの幅方向の両側に
位置する各部分１１ｃｓ，１１ｃｓ同士に掛け渡された状態で、当該各部分１１ｃｓ，１
１ｃｓに一体に接合されている。　
　よって、第１吸収体１１のうちで小坪量部分１１ｈの幅方向の両側に位置する当該各部
分１１ｃｓ，１１ｃｓは、厚さ方向の自由な移動が第２吸収体２１によって規制されてい
る。そのため、上記の股締め力Ｆの作用時に、第１吸収体１１の上記各部分１１ｃｓ，１
１ｃｓ同士が小坪量部分１１ｈを幅方向から潰すように互いに接近する際にも、当該各部
分１１ｃｓ，１１ｃｓ同士が厚さ方向に位置ずれしてしまうことは有効に防止される。そ
して、これにより、当該部分１１ｃｓ，１１ｃｓ同士は、互いの間に段差無く略平坦に並
んだ状態に維持されて、結果、上述の股間への良好なフィット性を確実なものとすること
ができる。
【００４９】
　以下、二層構造の吸収体１０に係る第１吸収体１１及び第２吸収体２１について詳細に
説明する。　
　図８Ａは、二層構造の吸収体１０を厚さ方向の肌側から見た場合の概略平面図であり、
図８Ｂは、図８Ａ中のＢ－Ｂ断面図であり、図８Ｃは、図８Ａ中のＣ－Ｃ断面図である。
【００５０】
　第１吸収体１１は、液体吸収性素材を所定形状に成形してなる第１吸収性コア１３を本
体とする。第１吸収性コア１３は、例えば二種類の液体吸収性素材として液体吸収性繊維
と液体吸収性粒状物とが所定の配合比で混合されたものである。この例では、液体吸収性
繊維としてパルプ繊維を使用し、また液体吸収性粒状物として高吸収性ポリマー（所謂Ｓ
ＡＰ）を用いているが、何等これに限らない。また、液体吸収性素材として液体吸収性繊
維及び液体吸収性粒状物のどちらか一方だけを含んでいても良いし、上記の二種類の液体
吸収性素材に加えて、或いはどちらか一方に代えて、別種の液体吸収性素材が混合されて
いても良い。
【００５１】
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　そして、図８Ａに示すように、第１吸収性コア１３は、同コア１３を厚さ方向から見た
形状が略砂時計形状となるように、厚さ方向に上記の液体吸収性素材が積層されて形成さ
れている。すなわち、同コア１３の平面形状は、長手方向の中央部分１３ｃが幅方向に括
れた形状となっている。
【００５２】
　かかる略砂時計形状において、当該長手方向の中央部分１３ｃの幅方向の寸法の最小値
と、同中央部分１３ｃの長手方向の両側に位置する各広幅部分１３ａ，１３ｂの幅方向の
寸法の最大値との比率は、例えば１：１．５～１：２の範囲内に設定されている。そして
、この例では、中央部分１３ｃの幅方向の寸法は、長手方向の中央位置ＣＬ１において最
小値となっているが、必ずしも中央位置ＣＬ１でなくても良く、すなわち、中央位置ＣＬ
１から長手方向に多少ずれていても良い。
【００５３】
　第１吸収性コア１３は、同中央部分１３ｃに前述の小坪量部分１１ｈを有している。そ
して、既述のように、この例では、小坪量部分１１ｈの坪量が零であるため、当該小坪量
部分１１ｈは、厚さ方向に同コア１３ｃを貫通した貫通孔１３ｈとなっている。
【００５４】
　この貫通孔１３ｈを厚さ方向から見た形状は、図８Ａに示すように、長手方向の寸法Ｌ
１３ｈの方が幅方向の寸法Ｗ１３ｈよりも大きい縦長形状となっている。詳しくは、縦長
形状の一例として、長手方向に沿った長円形状とされている。より詳しくは、長手方向の
各端部１３ｈｅ１，１３ｈｅ１が円弧形状で、且つ当該各端部１３ｈｅ１以外の部分は長
方形とされている。
【００５５】
　また、図８Ａに示すように、この例では、長手方向の位置に関して、貫通孔１３ｈの長
手方向の前端の位置１３ｈｅｅ１ａは、第１吸収性コア１３の前側の括れ開始位置Ｐ１３
ｒａに揃っており、また、同貫通孔１３ｈの後端１３ｈｅｅ１ｂは、同コア１３の後側の
括れ開始位置Ｐ１３ｒｂと揃っている。そして、これにより、同貫通孔１３ｈは、股間の
大半の部分に対して対向するようになるので、股締め力Ｆによる幅方向の寸法Ｗ１３の縮
小が、股間の略全長に対して行われるようになり、その結果、股間へのフィット性を確実
に向上することができる。但し、何等これに限らない。例えば、同貫通孔１３ｈの前端１
３ｈｅｅ１ａ及び後端１３ｈｅｅ１ｂの各位置が、それぞれ貫通孔１３ｈの長手方向の寸
法Ｌ１３ｈの±１０％の範囲で、より望ましくは±５％の範囲で、対応する各括れ開始位
置Ｐ１３ｒａ，Ｐ１３ｒｂから長手方向にずれていても良い。そして、このようになって
いても、ほぼ上述と同等の作用効果を奏することができる。
【００５６】
　かかる貫通孔１３ｈの長手方向の寸法Ｌ１３ｈは、例えば１５０ｍｍ～２５０ｍｍの範
囲に設定されており、望ましくは、１４０ｍｍ～２２０ｍｍの範囲に設定されると良い。
また、貫通孔１３ｈの幅方向の寸法Ｗ１３ｈは、長手方向の各端部１３ｈｅ１，１３ｈｅ
１を除く全長に亘って、例えば３０ｍｍ～６０ｍｍの範囲に設定されており、望ましくは
、４０ｍｍ～５０ｍｍの範囲に設定されると良い。
【００５７】
　また、この例では、長手方向の位置が互いに同じ位置において幅方向の寸法を比較した
場合に、貫通孔１３ｈのうちで上記円弧形状の各端部１３ｈｅ１，１３ｈｅ１以外の部分
では、第１吸収性コア１３の幅方向の寸法Ｗ１３に対する貫通孔１３ｈの幅方向の寸法Ｗ
１３ｈの比率Ｒ１３ｈ（＝Ｗ１３ｈ／Ｗ１３×１００％）が３０％～５０％の範囲に設定
されている。よって、股締め力Ｆによる幅方向の寸法Ｗ１３の縮小が上記の貫通孔１３ｈ
に基づいて確実に行われるとともに、同貫通孔１３ｈの両側に位置する各部分１１ｃｓ，
１１ｃｓの尿の吸収可能容量も十分大きく確保することができる。
【００５８】
　なお、かかる第１吸収性コア１３の坪量は、例えば２００（ｇ／ｍ２）～４００（ｇ／
ｍ２）の坪量の範囲に設定され、望ましくは２５０（ｇ／ｍ２）～３５０（ｇ／ｍ２）の
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範囲に設定される。
【００５９】
　図８Ｂ及び図８Ｃに示すように、このような第１吸収性コア１３は、同コア１３の崩れ
を抑制してその外形形状を保つべく、第１液透過性シートの一例としてのティッシュペー
パー１５によって被覆されている。例えば、この例では、ティッシュペーパー１５を幅方
向に巻き付けることによって、第１吸収性コア１３の外周面の全面をくるんでおり、また
、かかるティッシュペーパー１５のつなぎ目が、第１吸収性コア１３の非肌側面に位置し
ている。但し、何等これに限らない。例えば、ティッシュペーパー１５を長手方向に巻き
付けることにより、第１吸収性コア１３の外周面の全面をくるんでも良いし、或いは、つ
なぎ目が、第１吸収性コア１３の肌側面に位置していても良い。更に、第１吸収性コア１
３の被覆に供する上記の第１液透過性シート１５は、何等ティッシュペーパー１５に限ら
ない。すなわち、液透過性及び柔軟性をある程度有したシートであれば、同シートをティ
ッシュペーパー１５の代わりに使用可能である。
【００６０】
　また、ティッシュペーパー１５と第１吸収性コア１３とは、少なくとも互いの一部にお
いて接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５ｂによって接合されている。例えば、この例では、ティッシ
ュペーパー１５は、接着剤Ａ１５ａによって第１吸収性コア１３の肌側面と接合されてい
るとともに、同コア１３の非肌側面とも接着剤Ａ１５ｂによって接合されている。よって
、同ティッシュペーパー１５を介して第１吸収性コア１３は、第２吸収体２１との間で応
力伝達を確実に行うことができて、これにより、上述した位置ずれ現象（つまり、第１吸
収体１１のうちで貫通孔１３ｈ（小坪量部分）の幅方向の両側に位置する各部分１１ｃｓ
，１１ｃｓ同士が厚さ方向に位置ずれする現象）を有効に抑制可能となる。　
　ちなみに、第１吸収性コア１３と第２吸収体２１との間の応力の伝達性の観点からは、
前者の接着剤Ａ１５ａよりも後者の接着剤Ａ１５ｂの方が重要である。よって、仮にどち
らか一方の接着剤を選択して設ける場合には、第１吸収性コア１３の非肌側面とティッシ
ュペーパー１５との間の接着剤Ａ１５ｂを選択して設ける方が好ましい。
【００６１】
　また、図８Ｃに示すように、かかる接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５ｂは、第１吸収性コア１３
のうちで貫通孔１３ｈの幅方向の両側の各部分１３ｃｓ，１３ｃｓにそれぞれ設けられる
と良く、このようにされていれば、上記の位置ずれ現象をより確実に抑制することができ
る。
【００６２】
　更に、図８Ｃに示すように、接着剤Ａ１５ｃは、ティッシュペーパー１５のうちで上記
貫通孔１３ｈと対向する部分にも設けられていると良い。そして、このようにされていれ
ば、当該部分は、貫通孔１３ｈの貫通方向に沿って非肌側に押し込まれた状態で、第１吸
収性コア１３の非肌側に位置するティッシュペーパー１５の部分に接合されるようになる
。すると、第１吸収体１１の肌側面には、ほぼ貫通孔１３ｈの形状のへこみ部１１ｈが形
成されて、これにより、着用者から排出された尿を当該へこみ部１１ｈに一時貯留可能と
なって、結果、尿取りパッド１の防漏性を全体的に高めることができる。
【００６３】
　また、この例では、図６Ａ及び図６Ｂに示すように、第１吸収体１１の肌側面たるティ
ッシュペーパー１５の肌側面と表面シート３０との両者も、互いに接着剤Ａ３０で接合さ
れている。よって、上述のへこみ部１１ｈの形状で表面シート３０もへこんで、これによ
り、着用者から排出された尿をより確実に一時貯留可能となる。更に、股締め力Ｆの作用
下においても、表面シート３０が第１吸収体１１から離れて単独でよれたりすることは有
効に防止され、つまり、同シート３０は、第１吸収体１１の肌側面と一体となって挙動す
る。よって、第１吸収体１１のフィット性が高ければ、必然的に表面シート３０のフィッ
ト性も高くなることから、フィット性の確度を高めることができる。但し、上記の接着剤
Ａ３０は必須ではない。
【００６４】
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　なお、かかる接着剤Ａ１２，Ａ１５ａ，Ａ１５ｂ，Ａ１５ｃ，Ａ３０，Ａ３５，Ａ４５
，Ａ５０ｆの種類としては、ホットメルト系接着剤を例示できるが、何等これに限らない
。また、接着剤Ａ１２，Ａ１５ａ…の塗布パターンとしては、長手方向に沿った複数の線
状部分が幅方向に並んでなるストライプパターンや、長手方向に沿った複数の螺旋状部分
が幅方向に並んでなるスパイラルパターン等を例示できるが、何等これに限らない。そし
て、このことは、後述する接着剤Ａ５３についても同様である。
【００６５】
　図８Ａ乃至図８Ｃに示す第２吸収体２１も、上述と同種の液体吸収性素材を成形してな
る第２吸収性コア２３を本体とする。そして、図８Ａに示すように、第２吸収性コア２３
は、同コア２３を厚さ方向から見た形状が長方形形状となるように、厚さ方向に上記の液
体吸収性素材が積層されて形成されている。すなわち、外形をなす四辺は、それぞれ直線
状とされており、更に換言すると、同コア２３の外形輪郭は、長手方向に平行な直線状の
２つの長辺２３Ｌ，２３Ｌと、幅方向に平行な直線状の２つの短辺２３Ｗ，２３Ｗとを有
している。
【００６６】
　第２吸収性コア２３の坪量（ｇ／ｍ２）は、例えば第１吸収性コア１３の坪量の５０％
～８０％の範囲に設定され、望ましくは６０％～７０％の範囲に設定されると良い。具体
的数値で言えば、第２吸収性コア２３の坪量は、１００（ｇ／ｍ２）～３００（ｇ／ｍ２

）の範囲に設定され、望ましくは１５０（ｇ／ｍ２）～２５０（ｇ／ｍ２）の範囲に設定
されると良い。そして、このような範囲に設定されていれば、股締め力Ｆの作用下におい
てなされるべき第１吸収体１１の貫通孔１３ｈの両側の位置の各部分１１ｃｓ，１１ｃｓ
の接近動作を大きく阻害しないようにしながらも、上記の第１吸収体１１に係る位置ずれ
現象の抑制に必要な剛性を第２吸収体２１は担保することができる。
【００６７】
　ここで、望ましくは、長手方向の位置が同じ位置において幅方向の寸法を比較した場合
に、第２吸収性コア２３の幅方向の寸法Ｗ２３は、第１吸収性コア１３のうちで貫通孔１
３ｈが設けられた部分１３ｐの幅方向の寸法Ｗ１３ｐよりも小さいか又は同値にされてい
ると良い。そして、例えば、この例では、第２吸収性コア２３の幅方向の寸法Ｗ２３は、
第１吸収性コア１３の長手方向の中央部分１３ｃの幅方向の寸法Ｗ１３の最小値と同値に
されている。よって、長手方向の中央部分１３ｃにおいて、第１吸収性コア１３よりも第
２吸収性コア２３の方が、幅方向の両側に突出しないようになっている。そして、これに
より、図８Ｃに示す第２吸収性コア２３の幅方向の各端部２３ｅ２，２３ｅ２が、着用者
の股間近傍に位置する脚の付け根部にきつく当たるなどして着用者に違和感を覚えさせる
ことを有効に防ぐことができる。
【００６８】
　また、図８Ａに示す貫通孔１３ｈの幅方向の寸法Ｗ１３ｈは、長手方向の位置が同じ位
置における第２吸収性コア２３の幅方向の寸法Ｗ２３よりも小さいと良くなっている。よ
って、第１吸収体１１のうちで貫通孔１３ｈの幅方向の両側に位置する各部分１１ｃｓ，
１１ｃｓに第２吸収体２１を確実に掛け渡し可能となり、その結果、上記各部分１１ｃｓ
，１１ｃｓ同士の厚さ方向の位置ずれを確実に抑制可能となる。
【００６９】
　更に、図８Ａを参照して既述のように、第１吸収性コア１３は略砂時計形状であり、第
２吸収性コア２３は長方形形状であることから、第２吸収性コア２３の長手方向の端部２
３ｅ１の幅方向の寸法Ｗ２３ｅ１は、長手方向の位置が同じ位置における第１吸収性コア
１３の幅方向の寸法Ｗ１３よりも小さくなっている。よって、股締め力Ｆの作用下におい
て、第１吸収性コア１３の貫通孔１３ｈは円滑且つ速やかに幅方向に潰れることができる
。詳しくは、次の通りである。　
　先ず、第２吸収性コア２３の長手方向の端部２３ｅ１の幅方向の寸法Ｗ２３ｅ１が大き
い場合には、当該端部２３ｅ１から、変形に対する大きな抵抗力が第１吸収性コア１３に
作用する。すなわち、上記の股締め力によって第１吸収性コア１３の貫通孔１３ｈが幅方
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向に潰れる際には、これを阻害する大きな引っ張りの抵抗力が、第２吸収性コア２３の上
記端部２３ｅ１から付与される。しかし、この点につき、この例では、第２吸収性コア２
３の端部２３ｅ１の幅方向の寸法Ｗ２３ｅ１は小さくされている。よって、上記抵抗力は
軽減されて、その結果、上記貫通孔ｈ１３は、股締め力Ｆに基づいて円滑且つ速やかに幅
方向に潰れることができる。
【００７０】
　図８Ｂ及び図８Ｃに示すように、このような第２吸収性コア２３も、同コア２３の崩れ
を抑制して形状を保つべく、第２液透過性シートの一例としてのティッシュペーパー２５
によって被覆されている。例えば、この例では、ティッシュペーパー２５を幅方向に巻き
付けることによって、第２吸収性コア２３の外周面の全面をくるんでおり、また、かかる
ティッシュペーパー２５のつなぎ目が、第２吸収性コア２３の非肌側面に位置している。
但し、何等これに限らない。例えば、ティッシュペーパー２５を長手方向に巻き付けるこ
とにより、第２吸収性コア２３の外周面の全面をくるんでも良いし、或いは、つなぎ目が
、第２吸収性コア２３の肌側面に位置していても良い。更に、第２吸収性コア２３の被覆
に供する上記の第２液透過性シート２５は、何等ティッシュペーパー２５に限らない。す
なわち、適当な液透過性及び柔軟性を有したシートであれば、同シートをティッシュペー
パー２５の代わりに使用可能である。
【００７１】
　また、ティッシュペーパー２５と第２吸収性コア２３とは、少なくとも互いの一部にお
いて接着剤Ａ５３によって接合されている。例えば、図８Ｂ及び図８Ｃの例では、ティッ
シュペーパー２５は、接着剤Ａ５３によって第２吸収性コア２３の肌側面と接合されてい
る。よって、同ティッシュペーパー２５を介して第２吸収性コア２３は、第１吸収体１１
との間で応力伝達を確実に行うことができて、これにより、上述の位置ずれ現象を有効に
抑制可能となる。　
　ちなみに、この第１吸収体１１との間の応力の伝達性の観点からは、上述の如く第２吸
収性コア２３の肌側面でティッシュペーパー２５と接合することが重要であり、よって、
第２吸収性コア２３の非肌側面については、特にティッシュペーパー２５と接合していな
くても良い。そのため、この図８Ｂ及び図８Ｃの例では、同コア２３の非肌側面には、接
着剤Ａ５３が設けられておらず、これにより、同コア２３の非肌側面では、ティッシュペ
ーパー２５は接合されていない。
【００７２】
　ところで、上述のように、第１吸収体１１は、第１吸収性コア１３をティッシュペーパ
ー１５で被覆したものであり、同じく、第２吸収体２１も、第２吸収性コア２３をティッ
シュペーパー２５で被覆したものである。そのため、これら第１吸収体１１と第２吸収体
２１とを接合する接着剤Ａ１２は、二つのティッシュペーパー１５，２５のうちの少なく
ともどちらか一方に塗布され、そして、この接着剤Ａ１２によって二つのティッシュペー
パー１５，２５同士が接合されることで、第１吸収体１１と第２吸収体２１とが接合され
ている。そして、この例では、図８Ｃに示すように、かかる接着剤Ａ１２の塗布領域は、
幅方向に関しては、少なくとも、第１吸収体１１のうちで貫通孔１３ｈの幅方向の両側の
各部分１１ｃｓ，１１ｃｓに対応する位置ＲＡｓ，ＲＡｓにそれぞれ設定されている。よ
って、第１吸収体１１に係る前述の位置ずれ現象を確実に抑制することができる。ちなみ
に、この図８Ｃの例では、更に、これら各部分１１ｃｓ，１１ｃｓ同士の間の位置ＲＡｃ
にも、接着剤Ａ１２の塗布領域が設定されているが、この位置ＲＡｃの接着剤Ａ１２につ
いては、省略することもできる。また、長手方向に関しては、接着剤１２の塗布領域は、
第１吸収体１１又は第２吸収体１２の全長に亘って設定されており、これにより、第１吸
収体１１と第２吸収体１２との接合の安定化が図られている。但し、何等これに限らず、
１吸収体１１又は第２吸収体１２の長手方向の一部の位置に設定されていても良い。例え
ば、接着剤１２の塗布領域が、長手方向に関して、少なくとも貫通孔１３ｈの両側の各部
分１１ｃｓ，１１ｃｓの位置に設定されていれば、第１吸収体１１に係る前述の位置ずれ
現象を確実に抑制することができる。そのため、場合によっては、上記の各部分１１ｃｓ
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，１１ｃｓの位置にのみ接着剤１２の塗布領域を設定しても良い。
【００７３】
　また、以前図６Ｂを参照しながら、「裏面シート４０（第２シート状部材に相当）の幅
方向の各端部４０ｅ２，４０ｅ２は、それそれ、サイドシート５０，５０によって覆われ
ている」旨を既に述べたが、この覆われた部分４０ｅ２には、糸ゴム等の第２弾性部材５
７が長手方向に沿って配置され（図５）、そして、同第２弾性部材５７は、長手方向に伸
長した状態で裏面シート４０及びサイドシート５０の両者に接着剤Ａ４５で固定されてい
る。そして、当該第２弾性部材５７が固定される位置は、図５を参照してわかるように、
第１吸収性コア１３のうちの幅方向に括れた中央部分１３ｃから幅方向の端側に所定間隔
だけ離間した位置であって、かかる位置は、着用者の脚回りの位置に相当する。よって、
第２弾性部材５７の収縮力で裏面シート４０及びサイドシート５０が収縮することにより
、同位置には、所謂脚回りギャザーが形成されている。つまり、尿取りパッド１の幅方向
の各端部１ｅ２，１ｅ２には、脚回りギャザーが形成されており、かかる脚回りギャザー
も尿漏れの防止に寄与する。
【００７４】
　ここで、かかる第２弾性部材５７も、防漏壁部５２の第１弾性部材５５と同様に、長手
方向の収縮力に基づいて、表面シート３０側が内周側となるように尿取りパッド１を長手
方向に湾曲させる。すなわち、尿取りパッド１に外力が作用しない無負荷状態においては
、上記の収縮力によって、尿取りパッド１の厚さ方向が曲率半径方向となるように同パッ
ド１は湾曲する。そして、これにより、当該尿取りパッド１は、着用者の股間に沿った略
円弧形状となって、その結果、高いフィット性で着用者の下半身に装着可能となる。
【００７５】
　また、同第２弾性部材５７の収縮力は、防漏壁部５２をより大きく起立することにも寄
与し得る。そして、これにより、特に尿取りパッド１の長手方向の中央部１ｃにおいて、
防漏壁部５２は大きく起立し易くなって、その結果、同中央部１ｃに対応する股間での防
漏性を高めることができる。詳しくは、次の通りである。　
　先ず、図５に示すように、第１吸収性コア１３の形状は略砂時計形状であり、つまり、
第１吸収性コア１３の長手方向の中央部分１３ｃは、幅方向に括れている。そのため、当
該中央部分１３ｃでは第２弾性部材５７の収縮力を受ける断面積が小さくなっていて、こ
のことから、当該収縮力は、主に防漏壁部５２に作用することになる。すると、防漏壁部
５２のうちで同中央部分１３ｃと長手方向の同位置に位置する部分５２ｐが、特に大きく
収縮して、その結果、同部分５２ｐが特に大きく起立した状態となる。ここで、かかる第
１吸収性コア１３の長手方向の中央部分１３ｃというのは、着用者の股間に対応している
。よって、股間からの尿漏れを、防漏壁部５２によって有効に防ぐことができる。
【００７６】
　＜＜＜尿取りパッド１の製造方法について＞＞＞
　上述の尿取りパッド１は、適宜な製造装置によって、例えば次のようにして製造される
。　
　先ず、第１積繊装置によって第１吸収性コア１３が生成される。第１積繊装置は、例え
ば、搬送対象物を搬送面に吸着しながら搬送するサクションベルトコンベアと、同搬送面
に対向して配されて回転する第１回転ドラムと、を有する。
【００７７】
　第１回転ドラムは、外周面に、第１吸収性コア１３の平面形状に対応した略砂時計形状
のへこみ部を有する。また、へこみ部の中央部には、上記の小坪量部分たる貫通孔１３ｈ
に対応した突部が設けられている。よって、適宜なダクトから散布される液体吸収性素材
を、この外周面のへこみ部が吸着して積層することにより、上述の貫通孔１３ｈを有した
略砂時計形状の第１吸収性コア１３が生成される。そして、生成された第１吸収性コア１
３は、上記のサクションベルトコンベアで搬送されるティッシュペーパー１５の連続体に
幅方向からくるまれて、これにより、第１吸収体１１の連続体が生成される。なお、当該
くるむ前には、例えばティッシュペーパー１５の連続体には予め接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５



(18) JP 2015-12908 A 2015.1.22

10

20

30

40

50

ｂ，Ａ１５ｃが塗布されており、同接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５ｂ…によって、ティッシュペ
ーパー１５の連続体と第１吸収性コア１３とは接合される。そして、かかる第１吸収体１
１の連続体は、そのまま搬送方向の下流へと搬送される。
【００７８】
　同様に、第２積繊装置によって第２吸収性コア２３が生成される。第２積繊装置も、上
述の第１積繊装置と同様にサクションベルトコンベアと、第２回転ドラムと、を有する。
なお、第１積繊装置との間の構成上の主な相違は、第２回転ドラムの外周面のへこみ部の
形状が、第２吸収性コア２３の平面形状に対応して長方形形状になっている点にあり、こ
れ以外の点は、概ね第１積繊装置と同じである。すなわち、生成された第２吸収性コア２
３が、ティッシュペーパー２５の連続体でくるまれて、これにより、第２吸収体２１の連
続体が生成され、そのまま搬送方向の下流へと搬送される点や、くるむ前に、ティッシュ
ペーパー２５の連続体の方には接着剤Ａ５３が塗布済みであって、同接着剤Ａ５３により
、ティッシュペーパー２５の連続体と第２吸収性コア２３とが接合される点も同じである
。よって、その説明については省略する。
【００７９】
　そうしたら、下流へと搬送されながら、第１吸収体１１の連続体と第２吸収体２１の連
続体との両者が、厚さ方向に重ね合わせられる。なお、この重ね合わせられる前には、互
いに重ね合わせられるべき面のうちの少なくとも一方の面には、予め接着剤Ａ１２が塗布
されている。よって、重ね合わせられた際には、当該接着剤Ａ１２によって、第１吸収体
１１の連続体と第２吸収体２１の連続体とは接合され、これにより、二層構成の吸収体１
０の連続体が生成される。そうしたら、同吸収体１０の連続体が、搬送方向の下流のロー
タリーカッター装置へと送られる。
【００８０】
　ロータリーカッター装置は、回転する一対のロールを有し、そのうちの一方のロールの
外周面には、カッター刃が設けられている。よって、ロータリーカッター装置を通過する
際に、吸収体１０の連続体は、搬送方向に並ぶ吸収性コア１３（２３），１３（２３）同
士の間の位置で分断されて、これにより、第１吸収体１１と第２吸収体２１とが厚さ方向
に接合されてなる二層構造で単票状の吸収体１０が生成される。そして、単票状の各吸収
体１０は、順次、搬送方向の下流へと送られる。
【００８１】
　搬送方向の下流側の所定位置では、厚さ方向の肌側から表面シート３０の連続体が合流
する。ここで、この合流前には、予め接着剤Ａ３０が、表面シート３０の連続体の非肌側
面、或いは吸収体１０の肌側面に塗布されている。よって、当該合流位置にて、各吸収体
１０を、その肌側から表面シート３０の連続体が覆うことによって表面シート３０の連続
体と各吸収体１０とは接合される。そして、表面シート３０の連続体と各吸収体１０とが
一体となって、更に搬送方向の下流に搬送される。
【００８２】
　搬送方向の下流側の所定位置では、一対のサイドシート５０，５０の連続体が組み付け
られた裏面シート４０の連続体が、厚さ方向の非肌側から合流する。すなわち、裏面シー
ト４０の連続体の幅方向の両側には、それぞれ各サイドシート５０の連続体が接着剤Ａ４
５で接合固定されており、また、各サイドシート５０の連続体には、伸長状態の第１弾性
部材５５が既に固定され、更に裏面シート４０には、伸長状態の第２弾性部材５７が既に
固定されている。そして、合流前には、予め接着剤Ａ４０，Ａ３５，Ａ３５が、裏面シー
ト４０の連続体の肌側面や、サイドシート５０の幅方向の端部５０ｅ２，５０ｅ２の非肌
側面に塗布されている。　
　よって、当該合流位置にて、表面シート３０の連続体に接合されている各吸収体１０を
、その非肌側から裏面シート４０の連続体が覆うことによって、裏面シート４０の連続体
と各吸収体１０とは接合される。また、サイドシート５０の幅方向の各端部５０ｅ２，５
０ｅ２が適宜なガイド部材によって肌側に巻き上げられることで、同端部５０ｅ２が、表
面シート３０の連続体の幅方向の端部３０ｅ２を覆った状態となり、そして、予め塗布済
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みの上記接着剤Ａ３５によってこの覆った状態に固定される。これにより、尿取りパッド
１の連続体が生成される。そして、かかる尿取りパッド１の連続体は、搬送方向の下流側
のダイカッター装置へと送られる。
【００８３】
　ダイカッター装置は、回転する一対のロールを有し、そのうちの一方のロールの外周面
には、カッター刃が設けられている。よって、尿取りパッド１の連続体がダイカッター装
置を通過する際に、カッター刃によって、尿取りパッド１の連続体が、搬送方向に隣り合
う尿取りパッド１，１同士の間の位置で分断されて、これにより、単票状の尿取りパッド
１が生成される。
【００８４】
　＝＝＝第２実施形態＝＝＝
　図９は、第２実施形態の尿取りパッド１の概略平面図である。また、図１０Ａは、図９
中のＡ－Ａ断面図及びＣ－Ｃ断面図であり、図１０Ｂは、図９中のＢ－Ｂ断面図である。
　
　図９、図１０Ａ、及び図１０Ｂに示すように、この第２実施形態では、第１吸収体１１
及び第２吸収体２１の両者を一緒に厚さ方向の肌側から圧搾してなる圧搾部Ｅ１０，Ｅ１
０が、長手方向に沿って形成されている。そして、主にこの点で前述の第１実施形態と相
違し、これ以外の点は、概ね第１実施形態と同じである。そのため、以下では、この相違
点について主に説明し、第１実施形態と同じ構成については同じ符号を付して、その説明
については省略する。
【００８５】
　かかる圧搾部Ｅ１０は、厚さ方向から見た場合に、第１吸収体１１のうちで貫通孔１３
ｈの幅方向の両側に位置する各部分１１ｃｓ，１１ｃｓにそれぞれ形成されている。そし
て、各圧搾部Ｅ１０は、長手方向に沿った直線状に形成されており、また、第１吸収体１
１の長手方向の全長に亘って形成されている。
【００８６】
　ここで、かかる圧搾部Ｅ１０は、尿取りパッド１の長手方向の中央部１ｃが幅方向に折
れ曲がる際に、その折り曲げの起点となる。よって、同中央部１ｃに股締め力Ｆが作用し
た際には、第１吸収性コア１３の貫通孔１３ｈが幅方向に潰れるのに合わせて、同中央部
１ｃは圧搾部Ｅ１０の位置でも折れ曲がることができるので、同中央部１ｃの幅方向の寸
法は、より速やか且つ円滑に股間の幅方向の寸法に調整される。また、圧搾部Ｅ１０の位
置での折り曲がりによって、圧搾部Ｅ１０以外のところで予定外に折れ曲がることを有効
に防ぐことができて、結果、尿取りパッド１の上記中央部１ｃの形状が想定外の形状にな
ってしまうことを防ぐことができる。
【００８７】
　また、上記圧搾部Ｅ１０は、長手方向に沿って形成されているので、尿取りパッド１の
長手方向の曲げ剛性は適度に高められている。よって、長手方向に適度に張った状態に尿
取りパッド１の形状を維持できて、これにより、尿取りパッド１の交換時に同パッド１を
おむつ１０１に取り付け易くなる。すなわち、図４を参照して既述のように、尿取りパッ
ド１の交換は、着用者がおむつ１０１を膝下まで下げた状態でなされるが、ここで、かか
るおむつ１０１に対して二つ折り状態の新品の尿取りパッド１を取り付ける際には、同パ
ッド１の折り位置ＣＬ１を先頭としながら、同パッド１をおむつ１０１の中に入れて、同
パッド１をおむつ１０１の表面シート１３０の中央位置へと移動させていく。しかし、お
むつ１０１の中の空間が狭いことから、目標の上記中央位置に尿取りパッド１の先頭が到
達する前に、同中央位置以外の部分に尿取りパッド１の先頭が引っ掛かる恐れがある。そ
して、このとき、当該尿取りパッド１の剛性が低いと、この引っ掛かりによって同パッド
１が容易に折れ曲がったりしてしまう。その結果、二つ折りを開く以外に、折れ曲がりを
直す作業が発生してしまい、結果、尿取りパッド１の交換時間が長くなってしまう。
【００８８】
　この点につき、上述の圧搾部Ｅ１０，Ｅ１０を有していれば、尿取りパッド１の曲げ剛
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性は高められているので、二つ折り状態の尿取りパッド１が仮に何かに引っ掛かったとし
ても、それによる折れ曲がりは抑制されて、結果、尿取りパッド１をおむつ１０１に取り
付け易くなる。
【００８９】
　なお、望ましくは、図１０Ａ及び図１０Ｂに示すように、圧搾部Ｅ１０，Ｅ１０の形成
位置には、接着剤が位置していると良い。すなわち、第１吸収性コア１３の肌側面とティ
ッシュペーパー１５とを接合する接着剤Ａ１５ａ、同コア１３の非肌側面と同ペーパー１
５とを接合する接着剤Ａ１５ｂ、第１吸収体１１と第２吸収体２１とを接合する接着剤Ａ
１２、第２吸収性コア２３の肌側面とティッシュペーパー２５とを接合する接着剤Ａ５３
のうちの少なくとも一つの接着剤が、圧搾部Ｅ１０の位置に位置していると良い。より望
ましくは、全部の接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５ｂ，Ａ１２，Ａ５３が位置していると良く、こ
の図１０Ａ及び図１０Ｂの例では、そのようになっている。　
　そして、このようになっていれば、かかる接着剤Ａ１５ａ，Ａ１５ｂ…と圧搾部Ｅ１０
との相乗効果によって尿取りパッド１の剛性を更に高めることができる。　
　なお、図９の例では、圧搾部Ｅ１０は、長手方向に沿った溝部として形成されており、
また、溝部の深さは、長手方向の全長に亘って一定とされているが、何等これに限らない
。例えば、溝部は、互いの深さが異なる深部と浅部とを有していても良い。また、圧搾部
Ｅ１０は、何等溝部に限らない。例えば、圧搾部Ｅ１０が、島状に形成された複数のへこ
み部が長手方向に沿って並んだ形態のものでも良い。なお、へこみ部の底面の形状として
は、円形や矩形を例示できる。
【００９０】
　＝＝＝その他の実施の形態＝＝＝
　以上、本発明の実施形態について説明したが、上記の実施形態は、本発明の理解を容易
にするためのものであり、本発明を限定して解釈するためのものではない。また、本発明
は、その趣旨を逸脱することなく、変更や改良され得るとともに、本発明にはその等価物
が含まれるのはいうまでもない。例えば、以下に示すような変形が可能である。
【００９１】
　上述の実施形態では、尿を吸収する吸収性物品として尿取りパッド１を例示し、同パッ
ド１をパンツ型のおむつ１０１に取り付けて使用していたが、同パッド１の取り付け対象
は、何等パンツ型のおむつ１０１に限らず、テープ式のおむつ（着用時にファスニングテ
ープで前身頃と後身頃とを連結するタイプのおむつ）であっても良い。また、吸収性物品
は、何等尿取りパッド１に限らない。すなわち、本発明の特徴的構成（小坪量部分１１ｈ
を有した第１吸収体１１と、第１吸収体１１の非肌側に小坪量部分１１ｈを覆って接合さ
れた第２吸収体２１とを有した構成）を、使い捨ておむつに対して適用しても良い。
【００９２】
　上述の実施形態では、第１吸収体１１の小坪量部分１１ｈの一例として、液体吸収性素
材の坪量が零の部分を例示した。すなわち、同第１吸収体１１に係る第１吸収性コア１３
を厚さ方向に貫通する貫通孔１３ｈを、小坪量部分１１ｈは有していた。しかし、何等こ
れに限らない。すなわち、周囲の部分よりも液体吸収性素材の坪量が小さい部分であれば
、股締め力Ｆの作用によって小坪量部分１１ｈが選択的に幅方向に潰れるという作用を奏
し得るので、小坪量部分１１ｈは、厚さ方向に沿った貫通孔１３ｈを有していなくても良
い。更に言い換えると、小坪量部分１１ｈでの液体吸収性素材の坪量は零でなくても良い
。ちなみに、上述の幅方向への潰れ易さの観点からは、望ましくは、小坪量部分１１ｈの
坪量は、周囲の部分の坪量の５０％以下であると良く、より望ましくは、３０％以下であ
ると良く、更に望ましくは、１０％以下であると良い。
【００９３】
　上述の実施形態では、第１吸収体１１の小坪量部分１１ｈたる貫通孔１３ｈを厚さ方向
から見た形状が、長手方向に沿った縦長形状の一例として長円形状であったが、何等これ
に限らない。例えば、長方形でも良いし略砂時計形状でも良い。すなわち、長手方向に沿
った２つの長辺は、それぞれ直線状でなくても良く、例えば、湾曲形状のように長手方向



(21) JP 2015-12908 A 2015.1.22

10

20

30

40

50

の位置に応じて幅方向の位置が変化していても良い。また、幅方向に沿った２つの短辺に
ついても、例えば、湾曲形状のように幅方向の位置に応じて長手方向の位置が変化してい
ても良い。
【００９４】
　上述の実施形態では、第１吸収体１１の非肌側面に第２吸収体２１だけを設けていたが
、何等これに限らない。すなわち、第２吸収体２１の非肌側面に、更に単数又は複数の吸
収体を追設しても良い。
【００９５】
　上述の実施形態では、第１吸収体１１と第２吸収体２１との接合に接着剤Ａ１２を用い
ていたが、接合方法は、何等これに限らない。例えば、第１吸収体１１と第２吸収体２１
とを一緒に厚さ方向から圧搾してなる圧搾部を、第１吸収体１１の肌側面に部分的に形成
し、当該圧搾部によって第１吸収体１１と第２吸収体２１とを接合しても良いし、場合に
よっては、溶着で接合しても良い。
【００９６】
　上述の実施形態では、第２吸収性コア２３を厚さ方向から見た形状が、長方形とされて
いたが、第２吸収性コア２３の形状は何等これに限らない。例えば、第１吸収性コア１３
と同形の略砂時計形状としても良いし、又は、第１吸収性コア１３よりも幅方向の両側に
飛び出さないサイズの略砂時計形状としても良い。
【００９７】
　上述の実施形態では、小坪量部分１１ｈ（貫通孔１３ｈ）を、第１吸収体１１の長手方
向及び幅方向の両方向における中央部分１１ｃにだけ設けていたが、何等これに限らない
。例えば、この中央部分１１ｃの小坪量部分１１ｈに追加して、更に別の小坪量部分を第
１吸収体１１に設けても良い。例えば、第１吸収体１１のうちで中央部分１１ｃの小坪量
部分１１ｈの幅方向の両側の位置の各部分１１ｃｓ，１１ｃｓに対して、それぞれ、長手
方向に沿った細長形状の小坪量部分を設けても良い。
【符号の説明】
【００９８】
１　尿取りパッド（吸収性物品）、１ｃ　中央部、
１ｅ２　端部、
１０　二層構造の吸収体、
１１　第１吸収体、１１ｃ　中央部分、１１ｃｓ　部分、
１１ｈ　へこみ部（小坪量部分）、
１３　第１吸収性コア、
１３ａ　広幅部分、１３ｂ　広幅部分、
１３ｃ　中央部分、１３ｃｓ　部分、
１３ｈ　貫通孔、１３ｈｅ１　端部、
１３ｈｅｅ１ａ　前端、１３ｈｅｅ１ｂ　後端、
１３ｐ　部分、
１５　ティッシュペーパー（第１液透過性シート）、
２１　第２吸収体、
２３　第２吸収性コア、２３Ｌ　長辺、２３Ｗ　短辺、
２３ｅ１　端部、２３ｅ２　端部、
２５　ティッシュペーパー（第２液透過性シート）、
３０　表面シート、３０ｅ２　端部、３０ｅｅ２　端縁部、
４０　裏面シート（第２シート状部材）、４０ｅｅ２　端縁部、
４０ｅ２　端部、
５０　サイドシート（第１シート状部材）、
５０ｂ　基部、５０ｅ２　端部、
５０ｆ　自由端部分、５０ｆａ　前端部、５０ｆｂ　後端部、５０ｆｍ　中間部分、
５２　防漏壁部、５２ｐ　部分、
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５５　第１弾性部材、５７　第２弾性部材、
６１　雄材、
１０１ａ　前身頃、１０１ａｅ２　端部、
１０１ｂ　後身頃、１０１ｂｅ２　端部、
１０１ｍ　股下部、
１１０　吸収体、
１３０　表面シート、１４０　裏面シート、
Ａ１２　接着剤、
Ａ１５ａ　接着剤、Ａ１５ｂ　接着剤、Ａ１５ｃ　接着剤、
Ａ３０　接着剤、Ａ３５　接着剤、Ａ４０　接着剤、
Ａ４５　接着剤、接着剤Ａ５０ｆ、Ａ５３　接着剤、
Ｅ１０　圧搾部、
ＲＡｓ　位置、ＲＡｓ　位置、
ＣＬ１　中央位置、ＣＬ１０１　中央位置、
Ｐ１３ｒａ　前側の括れ開始位置、Ｐ１３ｒｂ　後側の括れ開始位置、

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿を吸収する吸収性物品であって、
　尿を吸収する液体吸収性素材を含む第１吸収体と、
　前記第１吸収体よりも前記厚さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素材
を含む第２吸収体と、
　前記第１吸収体を前記厚さ方向の肌側から覆いつつ前記第１吸収体に接合された表面シ
ートと、を有し、
　前記第１吸収体は、前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分に、当該中
央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ2）が小さい小坪量部分を
有し、
　前記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆った状態で前記第１吸収体に接
合されており、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分は、前記第１吸収体の中央部分に、前記厚さ方向に前記第１吸収性コア
を貫通してなる貫通孔を有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し
　前記第１吸収体は、前記第１吸収性コアを被覆する第１液透過性シートを有し、
　前記第２吸収体は、前記第２吸収性コアを被覆する第２液透過性シートを有し、
　前記第１吸収性コアと前記第１液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第２吸収性コアと前記第２液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第１液透過性シートのうちで前記貫通孔と対向する部分に接着剤が設けられており
、
　接着剤の設けられた前記対向する部分は、前記貫通孔の貫通方向に沿って非肌側に押し
込まれた状態で、前記第１吸収性コアの非肌側に位置する前記第１液透過性シートの部分
に接合されており、
　前記表面シートは、前記貫通孔の貫通方向に沿って非肌側に押し込まれた状態で、前記
前記第１液透過性シートに接合されており、
　前記第１吸収体のうちで前記貫通孔の前記幅方向の両側に位置する各部分には、それぞ
れ、前記第１吸収体及び前記第２吸収体の両者を一緒に前記厚さ方向の肌側から圧搾して
なる圧搾部が前記長手方向に沿って形成されており、
　前記圧搾部は、前記第１吸収性コアの肌側面と第１液透過性シートとを接合する接着剤
、前記第１吸収性コアの非肌側面と第１液透過性シートとを接合する接着剤、前記第１吸
収体と前記第２吸収体とを接合する接着剤、及び、前記第２吸収性コアの肌側面と第２液
透過性シートとを接合する接着剤を、前記第１吸収体及び前記第２吸収体とともに圧搾し
ていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体と前記第２吸収体とは、少なくとも、前記第１吸収体のうちで前記小坪
量部分の前記幅方向の両側に位置する各部分において接合されていることを特徴とする吸
収性物品。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の吸収性物品であって、
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　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２吸収性コアの前記長手方向の端部の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置
が同じ位置における前記第１吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいことを特徴とす
る吸収性物品。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記長手方向の位置が同じ位置において前記幅方向の寸法を比較した場合に、前記第２
吸収性コアの前記幅方向の寸法は、前記第１吸収性コアのうちで前記小坪量部分が設けら
れた部分の前記幅方向の寸法よりも小さいか又は同値とされており、
　前記小坪量部分の前記幅方向の寸法は、前記長手方向の位置が同じ位置における前記第
２吸収性コアの前記幅方向の寸法よりも小さいことを特徴とする吸収性物品。
【請求項５】
　請求項４に記載の吸収性物品であって、
　前記第２吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、長方形であることを特徴とする吸
収性物品。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記小坪量部分のうちで前記長手方向の各端部以外の部分では、前記第１吸収性コアの
前記幅方向の寸法に対する前記小坪量部分の前記幅方向の寸法の比率が、３０％～５０％
の範囲に収まっており、
　前記小坪量部分を前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の寸法の方が前記幅方向
の寸法よりも大きい縦長形状であることを特徴とする吸収性物品。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載の吸収性物品であって、
　前記第１吸収体又は前記第２吸収体を、前記厚さ方向から覆うシート状部材として、第
１シート状部材と第２シート状部材とを有し、
　前記第１シート状部材に固定された第１弾性部材と、前記第２シート状部材に固定され
た第２弾性部材と、を有し、
　前記第１シート状部材は、前記幅方向の各端部にそれぞれ防漏壁部を形成すべく前記幅
方向に一対並んで設けられているとともに、前記表面シートを前記厚さ方向の肌側から覆
いつつ前記表面シートに接合され、
　前記第１シート状部材の前記第１弾性部材が収縮する際に、前記第１弾性部材から前記
第１シート状部材に付与される収縮力に基づいて前記第１シート状部材は前記長手方向に
収縮することによって、前記表面シートから起立して前記防漏壁部となり、
　前記第１吸収性コアを前記厚さ方向から見た形状は、前記長手方向の中央部分が前記幅
方向に括れた形状であり、
　前記第２シート状部材の前記第２弾性部材は、前記第１吸収性コアの前記長手方向の中
央部分から前記幅方向に所定間隔だけ離間した位置に配されていることを特徴とする吸収
性物品。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかにに記載の吸収性物品であって、
　前記第２吸収性コアの坪量は、前記第１吸収性コアの坪量の５０％～８０％の範囲に設
定されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れかにに記載の吸収性物品であって、
　前記厚さ方向に見て、前記第１吸収体は、前記長手方向の中央部分が前記幅方向に括れ
た形状であり、前記第２吸収体は、長方形形状であり、
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　前記第２吸収体の幅方向の寸法は、前記第１吸収体の前記中央部分の前記幅方向の寸法
の最小値と同値であることを特徴とする吸収性物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するための主たる発明は、
厚さ方向と幅方向と長手方向とを有し、尿を吸収する吸収性物品であって、
　尿を吸収する液体吸収性素材を含む第１吸収体と、
　前記第１吸収体よりも前記厚さ方向の非肌側に設けられ、尿を吸収する液体吸収性素材
を含む第２吸収体と、
　前記第１吸収体を前記厚さ方向の肌側から覆いつつ前記第１吸収体に接合された表面シ
ートと、を有し、
　前記第１吸収体は、前記長手方向及び前記幅方向の両方向における中央部分に、当該中
央部分の周囲の部分よりも前記液体吸収性素材の坪量（ｇ／ｍ2）が小さい小坪量部分を
有し、
　前記第２吸収体は、前記小坪量部分を前記非肌側から覆った状態で前記第１吸収体に接
合されており、
　前記第１吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第１吸収性コアを有し、
　前記小坪量部分は、前記第１吸収体の中央部分に、前記厚さ方向に前記第１吸収性コア
を貫通してなる貫通孔を有し、
　前記第２吸収体は、前記液体吸収性素材を積層してなる第２吸収性コアを有し
　前記第１吸収体は、前記第１吸収性コアを被覆する第１液透過性シートを有し、
　前記第２吸収体は、前記第２吸収性コアを被覆する第２液透過性シートを有し、
　前記第１吸収性コアと前記第１液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第２吸収性コアと前記第２液透過性シートとは、接着剤によって接合されており、
　前記第１液透過性シートのうちで前記貫通孔と対向する部分に接着剤が設けられており
、
　接着剤の設けられた前記対向する部分は、前記貫通孔の貫通方向に沿って非肌側に押し
込まれた状態で、前記第１吸収性コアの非肌側に位置する前記第１液透過性シートの部分
に接合されており、
　前記表面シートは、前記貫通孔の貫通方向に沿って非肌側に押し込まれた状態で、前記
前記第１液透過性シートに接合されており、
　前記第１吸収体のうちで前記貫通孔の前記幅方向の両側に位置する各部分には、それぞ
れ、前記第１吸収体及び前記第２吸収体の両者を一緒に前記厚さ方向の肌側から圧搾して
なる圧搾部が前記長手方向に沿って形成されており、
　前記圧搾部は、前記第１吸収性コアの肌側面と第１液透過性シートとを接合する接着剤
、前記第１吸収性コアの非肌側面と第１液透過性シートとを接合する接着剤、前記第１吸
収体と前記第２吸収体とを接合する接着剤、及び、前記第２吸収性コアの肌側面と第２液
透過性シートとを接合する接着剤を、前記第１吸収体及び前記第２吸収体とともに圧搾し
ていることを特徴とする吸収性物品である。
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
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